
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,548 人     
女性   16,120 人    
合計   30,668 人    
世帯   13,444 世帯

( － 8）
( － 6）

( － 14）
( － 9）

人の動き
 （R 元 .11.30 現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   1 月 31日金  口座振替 1 月 27 日🈷

町 県 民 税　　　　　　    　　      　   　　 第 4 期
国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 7 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 7 期
後 期高齢 者医 療 保険 料（ 普 通 徴 収 ）        第 7 期

　北伊予小学校 6 年生の武智裕輝さん。小学校 2 年生から始め
たバドミントンを頑張っている男の子です。
　昨年度、転校をきっかけに東雲BSS（バドミントンスポーツ少年
団）に所属したという裕輝さん。そこで出会った同い年の選手とペ
アを組み、「若葉カップ全国小学生バドミントン大会」に2年連続
で出場―。また、令和元年10月に高松市で行われた「第28回全国
小学生バドミントン選手権大会四国ブロック予選」では、惜しくも
全国大会出場を逃したものの、ベスト4の好成績を残しています。
　そんな裕輝さんたちの強さの秘密は、コンビネーション。裕輝
さんが、「上手くかみ合っている」とほほ笑むように、どんなとき
も諦めず粘り強くプレーする相方と、ここぞというときに正確に
決める裕輝さんは、お互いになくてはならない存在です。信頼で
きる相方がいるからこそ、「試合で負けていても、『絶対勝つぞ』と
いう気持ちを持ち続けられる」と裕輝さんは話します。
　自分の弱点を認めて克服する努力ができる裕輝さん。「粘り強くプ
レーできる選手になる」との目標を掲げ、これからも挑戦を続けます。
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「強い精神力で粘り強いプレーヤーになる」頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

家 族 の き ず な

◦ PROFILE
せんば・たつお　団体職員。写真を撮るのが好き。休日には空港へ
　行き飛行機を撮る。子どもの行事にも一眼レフは必須　松山市出身
せんば・さとこ　パート。スキーと読書が好き。小さい子を持つお
　母さんたちとフラダンスを始めて 6 年目　上高柳出身
せんば・はやと　幼稚園のころからスイミングと空手を頑張ってい
　る。空手は組み手が好き　小 1
せんば・たくと　同じくスイミングと空手を頑張っている。工作が得
　意なアイデアマン　小 1
せんば・まさと　ティラノザウルスやトリケラトプスなど強い恐竜が
　大好き。ブロックで物を作るのが得意　3 歳

　恵久美に住む仙波さんファミリー。「やってみたい」にどん
どん挑戦していく、にぎやかな仲良し家族です。
　岡田小学校の読み聞かせサークルに所属している聡子さん。
昔から読書が好きで、家でも子どもたちに読み聞かせを続けて
きました。そんな聡子さんの影響で、隼人くんと拓人くんも大
の読書好き。最近図書館デビューをした2 人は、恐竜図鑑に夢中
な真人くんと寝る前に3 人並んで読書をするのが日課です。
　一方、「子どもたちを喜ばせるために努力を惜しまない。ア
ウトドアは全部お任せ」と聡子さんがほほ笑むように、「やり
たいことは何でも挑戦させたい」と話すのは龍生さん。キャン
プインストラクターの資格を持つ龍生さんは、友人家族と 20
人ほどで 2 泊 3 日のキャンプに出掛け、アップルパイ、ポトフ
やローストビーフなど手の込んだ料理を振る舞ったり、子ども
たちと一緒に夕飯の仕込みをしたりして楽しんでいます。
　「子どもたちには『できない』じゃなくて『やれる』と思って
ほしい」と願う龍生さん。これからも「初めて」に積極的に挑
戦し、家族みんなで経験値を増やしていきます。
　次回は、聡子さん、隼人くん、拓人くんのお友達、加藤恵
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くん＝上高柳＝ファミリーをご紹介します。

仙波龍生さん　聡子さん 　隼人くん 

　　　　　　拓人くん 　真人くん

（恵久美）
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このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎ 985―4132） に連絡を。

　松前幼稚園は、みんなが笑顔で大好きがいっぱいな幼
稚園です。その中で特に自慢したいことを二つ紹介します。
　松前幼稚園では、「育てて食べて元気もりもり」をテー
マに「まさきっこ農園」で四季折々の野菜を栽培していま
す。カレーパーティーでは、収穫した玉ネギやジャガ芋、
ピーマンなどをみんなで調理して食べました。子どもたち
は、自分たちで作ったカレーがおいしかったのか苦手な野
菜も残さず食べてくれてうれしかったです。野菜作りを通
して地域とつながることもでき、これからも「まさきっこ
農園」を大切にしてほしいと思います。
　次に先生のことを紹介します。松前幼稚園の先生はみん
な明るく元気です。子どもたちが友達とけんかをしたり、う
まくいかなかったりするときにはギュッと抱きしめてくれま
す。子どもたちは安心して友達と関わったり、いろいろなこ
とに挑戦したりしながらたくましく育っています。また、先生
は保護者の悩みや相談を親身になって聞いてくれます。子
育ては大変ですが 「喜びやしんどさ」を共有してくれる先生
がいるので心強いと感じます。

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私たちが、大好きな松前幼稚園のいい
ところを紹介します。

学校自慢編

松前幼稚園
PTA 役員の皆さん

　温かい思いが通い合い、子どもたちをのびのびと育てて
もらえる松前幼稚園が大好きで、私たちの自慢です。
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